
　
４
月
８
日
に
開
幕
し
た
平
成
30
年
度
春
季
関
西
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
戦
で
、
１
部
の
本
学
は
８
戦
全
勝
を
収
め
、 

16
季
連
続
46

度
目
の
リ
ー
グ
制
覇
を
果
た
し
た
。
そ
の
チ
ー
ム
力
を
象
徴
す
る
か

の
よ
う
に
、
日
本
Ｔ
Ｏ
Ｐ
、
全
日
本
大
学
選
抜
、Ｕ
19
の
各
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
代
表
選
手
を
輩
出
。
走
攻
守
そ
ろ
う
総
合
力
を
発
揮
し
、
全

日
本
大
学
女
子
選
手
権
（
イ
ン
カ
レ
／
８
月
31
日
〜
金
沢
市
）
の
栄

冠
奪
還
へ
勢
い
が
付
い
た
。

01
。
昨
年
の
学
生
日
本
一
の
称

号
を
胸
に
さ
ら
に
高
み
を
目
指

し
て
い
る
。「
そ
の
先
に
い
か

な
い
と
、
目
標
に
し
て
い
る
日

本
選
手
権
３
位
以
内
に
入
っ
て

い
け
ま
せ
ん
。
空
中
動
作
を
磨

き
た
い
」
と
意
欲
を
か
き
立
て

て
い
た
。

２
種
目
で
の
ト
リ
プ
ル
入
賞

で
、
総
合
得
点
争
い
に
勢
い
が

つ
い
た
。

　
４
０
０
ｍ
で
は
稲
岡
真
由

（
食
物
栄
養
学
科
４
年
）
が
故

障
か
ら
の
復
活
を
告
げ
る
３
位

入
賞
。
稲
岡
と
同
６
位
の
堀
出

百
花
（
総
合
健
康
学
科
４
年
）

を
中
心
に
ま
と
ま
っ
た
４×

４

０
０
ｍ
リ
レ
ー
も
３
位
と
健
闘

し
た
。

　
２
０
０
ｍ
８
位
の
近
藤
亜
友

美
（
同
学
科
３
年
）
を
擁
す
る

４×

１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
は
４

位
。
両
リ
レ
ー
と
も
〝
園
田
最

高
記
録
〞
に
迫
る
好
タ
イ
ム

だ
っ
た
。

　
１
年
生
も
活
躍
し
た
。
今
春

発
足
し
た
駅
伝
競
走
部
の
１
期

生
・
今
枝
紗
弥
（
食
物
栄
養
学

科
１
年
）
が
１
５
０
０
ｍ
で
４

分
33
秒
33
の
園
田
新
を
マ
ー
ク

し
て
５
位
に
入
賞
す
る
と
、
や

り
投
の
桒
原
千
賀
子
（
総
合
健

康
学
科
１
年
）
も
園
田
新
と
な

る
48
ｍ
06
を
投
げ
て
３
位
に

入
っ
た
。

　
走
・
跳
・
投
・
混
成
の
各
種

目
で
入
賞
者
を
並
べ
た
陸
上
競

技
部
。
主
将
を
務
め
た
堀
出
は

「
私
た
ち
の
目
標
は
昨
年
の
先

輩
チ
ー
ム
を
越
え
る
こ
と
。
日

本
イ
ン
カ
レ
（
９
月
）
で
は
女

子
総
合
８
位
以
内
に
」
と
意
欲

的
な
目
標
を
掲
げ
る
。

　
夏
の
鍛
錬
が
秋
に
ど
ん
な
ふ

う
に
実
る
の
か
。
個
々
の
成
長

が
楽
し
み
だ
。
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石
井
あ
づ
さ
（
総
合
健
康
学
科

３
年
）・
西
野
さ
く
ら（
同
２
年
）

組
の
３
ペ
ア
と
も
初
戦
を
突

破
。
渡
邊
・
小
池
組
は
２
回
戦

以
降
も
順
当
に
勝
ち
進
み
、
決

勝
で
は
第
２
・
３
セ
ッ
ト
を
連

取
し
て
逆
転
勝
ち
。
２
連
覇
に

輝
い
た
。

　
関
西
学
生
春
季
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
の
結
果
、小
池
、渡
邊
、伊
藤
、

山
口
、
東
谷
、
石
井
、
西
野
の

７
名
が
８
月
８
日
か
ら
開
催
さ

れ
る
全
日
本
イ
ン
カ
レ
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
チ
ー
ム
の
課
題
も
見
え
た
。

単
複
と
も
２
回
戦
に
勝
っ
た
の

は
、
実
績
の
あ
る
渡
邊
と
小
池

だ
け
。
主
力
コ
ン
ビ
の
成
長
は

結
果
で
示
さ
れ
た
が
、
全
体
の

底
上
げ
が
で
き
た
か
と
問
わ
れ

る
と
、
あ
と
一
歩
、
も
の
足
り

な
さ
が
あ
る
。

　
と
い
う
の
も
、
チ
ー
ム
が
最

も
欲
し
て
い
る
の
は
、
秋
の
関

西
大
学
対
抗
リ
ー
グ
戦
か
ら
、

昨
年
出
場
で
き
な
か
っ
た
全
日

本
大
学
対
抗
王
座
決
定
試
合
へ

と
勝
ち
進
み
、
そ
の
栄
冠
を
手

に
す
る
こ
と
だ
か
ら
だ
。

　
主
将
の
渡
邊
は
「
王
座
優
勝

を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
個
人

戦
で
一
人
ひ
と
り
が
戦
績
を
残

し
、
そ
れ
を
自
信
に
変
え
て
、

ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
」
と
話
す
。

　
望
む
も
の
に
近
づ
く
に
は
、

ま
だ
ま
だ
や
る
べ
き
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
分
だ
け
、
渡
邊
、
小

池
中
心
の
こ
の
チ
ー
ム
に
は
伸

び
し
ろ
が
残
さ
れ
て
い
る
。

で
阻
ま
れ
た
が
、
８
強
だ
っ
た

昨
年
か
ら
の
成
長
の
跡
を
見

せ
た
。

　
ダ
ブ
ル
ス
は
前
回
優
勝
の
渡

邊
・
小
池
組
と
伊
藤
優
子
（
総

合
健
康
学
科
４
年
）・
東
谷
和

（
児
童
教
育
学
科
１
年
）
組
、

　
単
複
の
タ
イ
ト
ル
を
争
う
春

季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
。
個
人
戦
と

は
い
え
、
本
学
は
全
日
本
学
生

選
手
権
（
８
月
）
や
チ
ー
ム
目

標
で
あ
る
全
日
本
大
学
対
抗
王

座
決
定
試
合
（
10
月
）
の
優
勝

に
向
け
て
挑
ん
だ
。

　
シ
ン
グ
ル
ス
に
は
６
人
が
出

場
。５
人
が
初
戦
を
突
破
し
た
。

中
で
も
小
池
は
、
神
戸
オ
ー
プ

ン
優
勝
の
実
力
を
発
揮
し
て
、

２
回
戦
〜
準
々
決
勝
を
ス
ト

レ
ー
ト
勝
ち
。
進
撃
は
準
決
勝

今後の主要大会スケ
ジュール

　
昨
年
、
イ
ン
カ
レ
２
連
覇
を

決
勝
戦
で
阻
ま
れ
た
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
。「
日
本
一
奪
還
」

を
決
意
し
て
迎
え
た
今
シ
ー
ズ

ン
、
屋
禰
未
奈
主
将
（
総
合
健

康
学
科
４
年
）
が
ま
と
め
る

チ
ー
ム
の
実
力
が
試
さ
れ
た
春

季
リ
ー
グ
戦
で
、
本
学
は
相
変

わ
ら
ず
全
勝
街
道
を
突
っ
走
っ

た
。

　
下
山
絵
理
（
総
合
健
康
学
科

２
年
）
の
予
選
リ
ー
グ
第
２
戦

で
見
せ
た
２
打
席
連
続
本
塁
打

な
ど
投
打
で
実
力
を
発
揮
し
て

快
勝
を
重
ね
た
リ
ー
グ
戦
だ

が
、
接
戦
に
持
ち
込
ま
れ
た

ゲ
ー
ム
が
２
試
合
あ
っ
た
。
予

選
リ
ー
グ
第
３
戦
の
大
阪
青
山

大
戦
と
、
２
次
部
別
リ
ー
グ
第

４
戦
の
大
阪
大
谷
大
戦
だ
。

　
大
阪
青
山
大
戦
で
は
序
盤
３

回
を
完
全
に
抑
え
ら
れ
、
５
回

と
７
回
に
は
３
塁
ま
で
走
者
を

進
め
た
が
、
あ
と
一
本
が
つ
な

が
ら
な
か
っ
た
。

　
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
の
８
回
表
を

き
っ
ち
り
ゼ
ロ
で
封
じ
る
と
、

そ
の
裏
、
下
村
歩
実
（
総
合
健

康
学
科
２
年
）が
３
塁
に
進
塁
。

相
手
は
満
塁
策
を
選
ん
だ
も
の

の
、
途
中
代
走
出
場
の
野
瀬
く

る
み
（
総
合
健
康
学
科
３
年
）

の
犠
牲
フ
ラ
イ
で
下
村
が
本
塁

に
突
っ
込
み
、
貴
重
な
１
点
を

も
ぎ
取
っ
た
。

　
大
阪
大
谷
大
戦
で
は
２
回
１

死
２
・
３
塁
の
場
面
で
、
下
村

の
内
野
ゴ
ロ
の
間
に
３
塁
か
ら

屋
禰
が
生
還
。
こ
の
１
点
を
守

り
き
っ
た
。

　
昨
年
の
イ
ン
カ
レ
初
優
勝
の

Ｉ
Ｐ
Ｕ
環
太
平
洋
大
も
参
戦
す

る
西
日
本
イ
ン
カ
レ
（
８
月
・

徳
島
市
）
や
イ
ン
カ
レ
に
進
む

と
、
こ
う
し
た
１
点
差
ゲ
ー
ム

を
し
ぶ
と
く
勝
ち
切
る
強
さ
が

必
要
に
な
る
。
春
季
リ
ー
グ
で

経
験
し
た
２
つ
の
接
戦
は
、
常

勝
チ
ー
ム
を
引
き
締
め
た
こ
と

だ
ろ
う
。

　
棒
高
跳
で
は
竹
上
ほ
の
香

（
総
合
健
康
学
科
４
年
）
が
４

位
、
平
田
美
和
（
児
童
教
育
学

科
１
年
）
が
７
位
と
な
り
、
ト

リ
プ
ル
入
賞
を
達
成
。さ
ら
に
、

横
田
華
恋
（
食
物
栄
養
学
科
２

年
）
が
３
位
に
入
っ
た
４
０
０

ｍ
ハ
ー
ド
ル
も
、栗
谷
瑞
希（
同

２
年
）
が
４
位
、安
達
眞
咲
（
総

合
健
康
学
科
２
年
）
が
６
位
と

出
場
３
人
全
員
が
入
賞
し
た
。

関西学生女子関西学生女子
　
チ
ー
ム
の
快
進
撃
は
、
棒
高

跳
の
那
須
眞
由
（
総
合
健
康
学

科
４
年
）
か
ら
始
ま
っ
た
。
那

須
は
３
ｍ
90
を
１
回
で
ク
リ
ア

し
、
２
年
ぶ
り
３
度
目
の
関
西

制
覇
。
昨
年
は
関
西
＆
西
日
本

＆
日
本
学
生
の
３
大
イ
ン
カ
レ

の
う
ち
、
関
西
の
タ
イ
ト
ル
だ

け
を
逃
し
た
。
今
季
は
〝
イ
ン

カ
レ
３
冠
〞
に
再
挑
戦
す
る
。

　
那
須
の
自
己
ベ
ス
ト
は
４
ｍ

総合　位2総合　位2
那
須（
棒
高
跳
）優
勝

リ
レ
ー
は
今
年
も
Ｗ
入
賞

那
須（
棒
高
跳
）優
勝

リ
レ
ー
は
今
年
も
Ｗ
入
賞

◆
兵
庫
学
生
対
校
選
手
権（
３
位
以
内
）

▽
１
０
０
ｍ
①
近
藤
12
秒
49
▽
２
０
０
ｍ
①

鈴
木
25
秒
44
②
後
藤
25
秒
51
▽
４
０
０
ｍ
①

堀
出
57
秒
09
▽
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
①
横
田

1
分
01
秒
27
②
小
澤
1
分
02
秒
60
③
安
達
1

分
02
秒
80
▽
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
②
園
女

大（
藤
原
│
大
塩
│
百
足
│
平
田
）
47
秒
30

▽
４
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
②
園
女
大（
小
澤

│
栗
谷
│
春
本
│
堀
出
）3
分
53
秒
83
▽
走

高
跳
③
鐡
丸
1
ｍ
66
▽
三
段
跳
③
宮
畑
11
ｍ

74
▽
砲
丸
投
②
岩
木
13
ｍ
25
③
今
井
12
ｍ
65

▽
や
り
投
②
稗
田
46
ｍ
31

◆
関
西
学
生
対
校
選
手
権（
8
位
以
内
）

▽
２
０
０
ｍ
⑧
近
藤
25
秒
37
▽
４
０
０
ｍ
③

稲
岡
55
秒
01
⑥
堀
出
55
秒
65
▽
８
０
０
ｍ
④

堀
出
2
分
13
秒
14
▽
１
５
０
０
ｍ
⑤
今
枝
4

分
33
秒
33
▽
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
③
横
田
59

秒
84
④
栗
谷
1
分
00
秒
82
⑥
安
達
1
分
01
秒

03
▽
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
④
園
女
大（
近
藤

│
稲
岡
│
鈴
木
│
平
田
）45
秒
80
▽
４
×
４
０

０
ｍ
リ
レ
ー
③
園
女
大（
横
田
│
堀
出
│
栗
谷

│
稲
岡
）3
分
42
秒
58
▽
棒
高
跳
①
那
須
3
ｍ

90
④
竹
上
3
ｍ
40
⑦
平
田
3
ｍ
40
▽
走
幅
跳

⑦
大
浦
5
ｍ
64
▽
三
段
跳
⑥
宮
畑
12
ｍ
27
▽

砲
丸
投
④
岩
木
13
ｍ
02
⑤
今
井
12
ｍ
94
▽
円

盤
投
⑦
松
本
38
ｍ
10
▽
や
り
投
③
桒
原
48
ｍ

06
▽
七
種
競
技
⑥
岡
本
4
5
5
5
点

◆
日
本
学
生
個
人
選
手
権（
8
位
以
内
）

▽
４
０
０
ｍ
⑥
稲
岡
56
秒
15
▽
４
０
０
ｍ

ハ
ー
ド
ル
⑤
横
田
１
分
00
秒
26
▽
走
幅
跳
⑦

大
浦
５
ｍ
74

２連覇２連覇２連覇２連覇関西学生
春季トーナメント
関西学生
春季トーナメント

ダブルス渡邊・小池ダブルス渡邊・小池　
テ
ニ
ス
の
関
西
学
生
春
季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
５
月
20
日
に
開
幕

し
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
本
学
の
渡
邊
は
る
か（
総
合
健
康
学
科
４

年
）・
小
池
颯
紀（
同
３
年
）組
が
決
勝
を
５
│
７
、
６
│
４
、
10
│

５
で
勝
ち
、
大
会
２
連
覇
を
達
成
。
小
池
は
シ
ン
グ
ル
ス
４
強
と
単

複
で
活
躍
し
た
。

【テニス部】
北垣内志帆（安田女子・広島）
西原　もか（園田学園・兵庫）
東谷　　和（大産大・大阪）

【ソフトボール部】
池田　悠華（広島商業・広島）
川崎　綾音（伊勢学園・三重）
北口　花乃（津商業・三重）

黒木　明音（筑陽学園・福岡）
小西　彩未（木更津総合・千葉）
近野　結美（藤村女子・東京）
竹内みのり（藤村女子・東京）
藤森　捺未（徳島商業・徳島）
松田菜々子（日南学園・宮崎）
元川　　環（中村学園女子・福岡）
山地　咲希（熊本商業・熊本）

【バスケットボール部】
西山　美優（奈良文化・奈良）
杉本　　舞（奈良文化・奈良）
長坂　桃佳（桜丘・愛知）
本郷夏美輝（中村学園女子・福岡）

樋口里衣奈（須磨学園・兵庫）
稲井　朋香（明浄・大阪）
吉田　紗香（四条畷・大阪）
塚本　真帆（日ノ本・大阪）

【バレーボール部】
中西　杏実（氷上・兵庫）
田畑　舞華（高砂・兵庫）
大橋　麻由（氷上・兵庫）
岡田　美里（鎮西・熊本）
横山　　葵（金蘭会・大阪）
加藤　　萌（都城商業・宮崎）
佐藤萌々華（沼田・広島）
春木　美紗（神戸高塚・兵庫）

岡崎　安湖（伊川谷・兵庫）

【剣道部】
新　　菜摘（尼崎小田・兵庫）
山田悠帆里（草津東・滋賀）

【陸上競技部】
石橋　奈月（聖カタリナ学園・愛媛）
井筒　玲海（姫路飾西・兵庫）
梅崎　優花（桜宮・大阪）
尾田　幸音（園田学園・兵庫）
黒田　愛香（添上・奈良）
桒原千賀子（福岡大学附属若葉・福岡）
小西　萌乃（西城陽・京都）

佐伯　美奈（大阪桐蔭・大阪）
四方　　夢（西城陽・京都）
宍戸　　絢（姫路商業・兵庫）
鈴木　桃果（大阪桐蔭・大阪）
竹前　奈理（夙川学院・兵庫）
時田　莉帆（西宮今津・兵庫）
中逵　恵里（城南学園・大阪）
中野美緒奈（神戸高塚・兵庫）
野田　朱音（敬愛・大阪）
姫野万里乃（京都橘・京都）
平田　美和（尼崎双星・兵庫）
馬場　遥香（園田学園・兵庫）
細川　　凜（大阪・大阪）
松本あゆみ（園田学園・兵庫）

松本　奈夕（大阪桐蔭・大阪）
三窪由美香（金井・神奈川）
村上　歩美（大塚・大阪）
安田明日翔（夙川学院・兵庫）
山本紗也夏（園田学園・兵庫）

【駅伝競走部】
今枝　紗弥（西脇工業・兵庫）
袴田　美琴（大阪桐蔭・大阪）
森川　夏帆（霧が丘・神奈川）

　　　　　※カッコ内は出身高校 

那須インカレV
祝賀会

　2月28日、前年の日本
学生対校選手権女子棒
高跳を制した那須眞由
選手の優勝祝賀会が齊
藤悦一理事長、川島明子
学長も参加して行われ、
那須選手は多くの応援・
サポートに感謝し、大会
2連覇を誓いました。

小池はシングルスでは 4 強小池はシングルスでは 4 強
石井・西野組石井・西野組

最後の春季大会を優勝で飾った渡邊最後の春季大会を優勝で飾った渡邊

伊藤・東谷組伊藤・東谷組

全勝街道まっしぐら全勝街道まっしぐら絶
対
勝
者

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

無
敗
で

度
目

46

Ｖ

3ｍ90をクリアし、頂点に返り咲いた那須3ｍ90をクリアし、頂点に返り咲いた那須

400mH 横田華恋400mH 横田華恋

400m 稲岡真由400m 稲岡真由



主
将
の
決
意

全
日
本（
個
人
）逃
す

全
日
本（
個
人
）逃
す

岩
﨑
・
落
合
４
回
戦
進
出
も
あ
と
１
勝
及
ば
ず

第
48
回
関
西
女
子
学
生
選
手
権

は
５
月
６
日
、
大
阪
市
の
舞
洲

ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
、
本
学
は

６
人
が
出
場
。
岩
﨑
比
那
（
総

合
健
康
学
科
４
年
）
と
落
合
空

（
児
童
教
育
学
科
３
年
）
が
４

回
戦
ま
で
勝
ち
上
が
っ
た
も
の

の
、
ベ
ス
ト
16
に
は
進
め
ず
、

第
52
回
全
日
本
女
子
学
生
選
手

権
へ
の
出
場
権
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。

　
２
回
戦
に
臨
ん
だ
の
は
４

人
。
そ
の
う
ち
、
岩
﨑
と
奥
平

桜
（
総
合
健
康
学
科
２
年
）
は

胴
を
、
落
合
は
面
・
コ
テ
を
そ

れ
ぞ
れ
決
め
て
勝
ち
進
ん
だ
。

　
岩
﨑
と
落
合
は
３
回
戦
も
勝

利
。
あ
と
１
勝
し
て
５
回
戦
に

進
め
ば
、
全
日
本
へ
の
出
場
権

を
獲
得
す
る
４
回
戦
に
挑

ん
だ
。

◆
関
西
大
学
春
季
リ
ー
グ
（
女
子
２
部
）

園
女
大
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SONODA WOMEN'S UNIVERSITY

園田学園女子大学スポーツ振興センター 園田学園女子大学スポーツ振興センター

SONODA WOMEN'S UNIVERSITY 第11号　2018年7月1日❷

逆
転
喫
す

❸第11号　2018年7月1日

８
強
進
出
あ
と
一
歩

関
西
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

春
季
リ
ー
グ
女
子
２
部
Ⅴ

（

）

○
3
　 

　 

　
　
　
0
●
同
志
社
大

（

）

○
3
　 

　 

　
　
　
0
●
兵
庫
大

（

）

○
3
　
　  

　
　
　
1
●
佛
教
大

（

）

○
3
　 

　 

　
　
　
1
●
神
戸
学
院
大

（

）

○
3
　  

　
　
　
　
2
●
大
阪
大
谷
大

（

）

●
2
　  

　
　
　
　
3
○
京
産
大

（

）

○
3
　
　  

　
　
　
1
●
関
学
大

　
新
チ
ー
ム
が
始
ま
り
、
春
の

合
宿
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
合

宿
中
に
出
場
し
た
大
会
で
は

『
一
戦
一
戦
臨
む
』
と
い
う
目

標
を
掲
げ
、
チ
ー
ム
全
員
で

優
勝
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
（
写
真
）。

　
今
年
度
の
チ
ー
ム
目
標
は

『
全
戦
全
勝
』
で
『
一
部
昇

格
』。
１
年
生
が
12
人
も
入

部
を
決
め
て
く
れ
た
こ
と
も

追
い
風
で
す
。
ラ
ク
ロ
ス
部

に
入
っ
た
こ
と
を
後
悔
さ
せ

な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と

上
回
生
が
引
っ
張
り
、
充
実

し
た
大
学
生
活
を
送
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。
リ
ー
グ
戦

へ
チ
ー
ム
一
丸
で
頑
張
り

ま
す
。

　
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
は
２

年
生
３
名
と
い
う
少
人
数
で
す

が
、
３
月
に
西
日
本
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
選
手
権
に
初
出
場
し

ま
し
た
。
若
狭
コ
ー
チ
の
指
導

の
下
、
練
習
し
て
き
た
成
果
を

出
す
こ
と
が
で
き
、
大
き
く
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
は
、
社
会
人
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｘ

２
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
リ
ー
グ
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
専

属
チ
ア
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

出
演
、
学
園
祭
の
出
演
な
ど
。

笑
顔
で
よ
り
よ
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
届
け
ら
れ
る
よ

う
、「
ど
ん
な
時
で
も
、
ど

ん
な
場
面
で
も
全
力
で
演
技

を
す
る
。」
を
目
標
に
、
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

◆
第
48
回
関
西
女
子
学
生
選
手
権

〈
１
回
戦
〉

　
橋
田
紗
●
　
│
　
○
　
野
村
（
甲
南
大
）

　
落
合
　
○
　
│
　
●
　
安
田
（
龍
谷
大
）

　
橋
田
真
●
　
│
　
○
　
小
川
（
関
西
福
祉
大
）

〈
２
回
戦
〉

　
奥
平
　
○
　
│
　
●
　
松
元
（
和
歌
山
大
）

　
岩
﨑
　
○
　
│
　
●
　
野
中
（
甲
南
大
）

　
落
合
　
○
　
│
　
●
　
松
本
（
関
学
大
）

　
菰
口
　
●
　
│
　
○
　
小
泉
（
近
畿
大
）

〈
３
回
戦
〉

　
奥
平
　
●
　
│
　
○
　
中
川
（
甲
南
大
）

　
岩
﨑
　
○
　
│
　
●
　
野
口
（
姫
獨
大
）

　
落
合
　
○
　
│
　
●
　
八
島
（
滋
賀
大
）

〈
４
回
戦
〉

　
岩
﨑
　
●
　
│
　
○
　
玉
置
（
大
産
大
）

　
落
合
　
●
　
│
　
○
　
横
澤
（
大
体
大
）

◆
第
63
回
西
日
本
女
子
学
生
大
会

〈
２
回
戦
〉

　
園
女
大
●
１
│
３
　
　
大
体
大

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
２
０
１

６
年
春
季
に
１
部
か
ら
２
部
へ

降
格
し
て
以
来
、「
１
部
昇
格
」

を
合
言
葉
に
プ
レ
ー
を
磨
い
て

き
た
。
入
替
戦
に
進
ん
で
も
１

部
校
の
壁
は
高
く
、
我
慢
が
続

い
た
。
今
季
の
チ
ー
ム
は
ポ
イ

ン
ト
を
取
れ
る
サ
ー
ブ
力
、
攻

撃
に
つ
な
げ
る
レ
シ
ー
ブ
力
の

向
上
に
取
り
組
み
、
リ
ー
グ
を

戦
っ
た
。

　
初
戦
を
３
│
０
で
発
進
し
、

４
連
勝
。
５
戦
目
の
大
阪
大
谷

大
戦
で
は
１
│
０
か
ら
１
│
２

と
逆
転
さ
れ
た
が
、
第
４
セ
ッ

ト
を
26
│
24
、
第
５
セ
ッ
ト
を

15
│
10
と
粘
り
の
再
逆
転
を
見

せ
た
。

　
京
産
大
戦
は
一
進
一
退
の
攻

防
。最
終
セ
ッ
ト
で
力
尽
き
た
。

し
か
し
最
終
戦
、
全
勝
の
神
院

大
に
０
│
１
か
ら
３
セ
ッ
ト
連

　
本
学
は
、
昨
年
の
全
関
西
は

シ
ー
ド
さ
れ
な
が
ら
初
戦
で
敗

退
し
、
今
季
は
一
つ
で
も
勝
ち

進
み
た
い
と
こ
ろ
。
３
回
戦
か

ら
登
場
し
、
第
１
ピ
リ
オ
ド
か

ら
奈
良
教
育
大
を
圧
倒
。
85―

27
と
相
手
を
寄
せ
付
け
な
か
っ

た
。

　
４
回
戦
で
立
ち
は
だ
か
っ
た

の
は
、
昨
秋
の
リ
ー
グ
戦
１
部

２
部
入
替
戦
で
10
点
差
を
付
け

ら
れ
て
敗
れ
た
リ
ー
グ
１
部
の

関
学
大
。
第
１
ピ
リ
オ
ド
で
２

点
先
行
さ
れ
た
が
、
第
２
ピ
リ

　
続
く
６

月
の
第
67

回
西
日
本

学
生
選
手

権
で
は
、

愛
知
淑
徳

大
と
大
産

大
に
快
勝

し
て
４
回

戦
に
進

出
。
大
阪

人
科
大
に

敗
れ
は
し
た
も
の
の
、
第
４
ピ

リ
オ
ド
に
一
矢
を
報
い
た
。

　
シ
ー
ズ
ン
前
半
で
見
え
た
の

は
「
明
る
く
て
元
気
な
だ
け
で

な
く
、
お
互
い
に
厳
し
さ
を
持

ち
、
課
題
や
改
善
点
を
指
摘
し

あ
え
る
チ
ー
ム
づ
く
り
」
と
い

う
課
題
。
下
吹
越
主
将
は
「
全

員
が
練
習
メ
ニ
ュ
ー
や
一
つ
ひ

と
つ
の
プ
レ
ー
の
意
味
を
理
解

し
、
意
識
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
。
普
段
の
練
習
か
ら
声

を
出
し
、
チ
ー
ム
内
で
切
磋
琢

磨
し
な
け
れ
ば
」
と
、
部
員
一

丸
で
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
促
す
。

　
副
主
将
の
小
森
瑠
香
（
児
童

教
育
学
科
４
年
）
も
「
チ
ー
ム

の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
園

田
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
楽
し
み
、

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
チ
ー
ム
に
貢

献
し
た
い
」と
意
欲
を
見
せ
る
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
今
年
も
秋
の

リ
ー
グ
戦
で
『
２
部
全
勝
優
勝

＆
１
部
昇
格
』
す
る
こ
と
だ
。

昨
シ
ー
ズ
ン
は
２
部
２
位
で
進

ん
だ
１
部
と
の
入
替
戦
で
１
勝

４
敗
と
完
敗
し
た
。
そ
の
苦
い

経
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の

秋
は
１
部
校
に
跳
ね
返
さ
れ
な

い
闘
志
で
ぶ
つ
か
っ
て
い
く
。

渡邊はるか
総合健康学科4年

「大切な場面で力を発揮できる
よう、自分の武器をコートで表
現できるようになるまで練習に
取り組み、どのような状況でも
絶対にぶれない自信をつけた
いです。チーム目標は『王座優
勝』です。個々が戦績を残し、
ハードルをクリアしていくこと
が必要です。先を読んで行動
し、人としても選手としても大
きく成長したいと思います」

大角維
総合健康学科4年

下吹越紗羅
総合健康学科4年

岩﨑比那
総合健康学科4年

堀出百花
総合健康学科4年

陸上競技部陸上競技部 剣道部剣道部 バスケットボール部バスケットボール部 バレーボール部バレーボール部 テニス部テニス部

「チーム目標は昨年準優勝だっ
たインカレでの“日本一奪還”
です。今年のチームはすごく
仲が良いチーム。練習でも学
校生活でも学年に関係なくコ
ミュニケーションを取ってい
ます。チームの鉄則『全力疾走・
全力プレー・カバーリング』
をモットーに、誰からも応援
されるチームとして、日本一
になれるよう頑張ります」

「春季リーグ戦では２部で優勝
し、１部に昇格しました。また、
全日本インカレ出場、秋季リー
グ戦１部優勝を目標に日々練
習に取り組みます。チームの
課題はたくさんありますが、
それらを克服するため、１日
１日を大切にして頑張ってい
ます。チーム力を今以上に向
上させ、“全員バレー”で勝利
を目指します」

「全関西女子学生バスケット
ボール選手権は勝てばベスト
８の試合で負けてしまい、悔し
さが残る大会でした。次のチー
ム目標を『秋のリーグ戦で２部
全勝優勝し、１部に昇格する』
に切り替え、主将としてもチー
ム目標を達成するために、私自
身が新しいことにチャレンジ
し、レベルアップして、みんな
をまとめていきます」

「今年度の剣道部の目標は、西
日本大会上位入賞、全日本大
会出場です。全日本大会の予
選である、秋の関西大会では
今年はシード権がないため、
厳しい組み合わせになる可能
性があります。そこで勝ち上
がるためには今まで以上に
チーム力を大切にし、“温故知
新”をスローガンに掲げて部
員一丸で取り組んでいきます」

「関西インカレでは全員がひと
つになって戦い、女子総合準
優勝につながりました。西日本
インカレ、全日本インカレと試
合は続きます。全国レベルの
舞台になると厳しいですが、園
田らしく元気に切磋琢磨し、ひ
とりひとりの努力がチームの底
上げになるよう練習を積んで
いきます。全日本では女子総
合８位以内を目指します」

屋禰未奈
総合健康学科4年

軟
式
野
球
部

１
部
昇
格

１
部
昇
格

オ
ド
に
反
撃
し
、
27―

25
と

リ
ー
ド
を
奪
っ
た
。

　
こ
の
流
れ
を
キ
ー
プ
し
た
い

と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
第
３
ピ
リ

オ
ド
に
勢
い
を
失
っ
た
。
第
４

ピ
リ
オ
ド
は
２
点
差
で
食
ら
い

つ
い
た
が
、
第
３
ピ
リ
オ
ド
で

献
上
し
た
６
点
差
が
響
き
、
白

星
を
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
主
将
の
下
吹
越
紗
羅
（
総
合

健
康
学
科
４
年
）
は
「
関
学
大

戦
は
自
信
を
持
っ
て
戦
い
ま
し

た
が
、
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し

た
。
負
け
た
か
ら
こ
そ
学
べ
る

こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
今
後
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
敗
戦
を
振
り
返
っ
た
。

全
関
西
女
子
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
し
か
し
、
と
も
に
相
手
に
面

を
先
に
打
た
れ
、
懸
命
に
反
撃

を
仕
掛
け
た
が
、
一
歩
及
ば
ず

敗
退
と
な
っ
た
。

　
悔
い
が
残
る
結
果
に
、
主
将

を
務
め
る
岩
﨑
は
「
粘
り
強
く

勝
ち
に
持
っ
て
い
け
な
か
っ
た

の
は
、
こ
の
大
会
に
向
け
て
の

努
力
の
足
り
な
さ
だ
と
受
け
止

め
て
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　
チ
ー
ム
に
残
さ
れ
て
い
る
全

国
大
会
へ
の
チ
ャ
ン
ス
は
、
団

体
戦
で
行
わ
れ
る
全
日
本
女
子

学
生
優
勝
大
会
（
11
月
・
愛
知

県
春
日
井
市
）。
９
月
の
関
西

女
子
学
生
優
勝
大
会
が
そ
の
予

選
と
い
う
位
置
づ
け
だ
。

　
厳
し
い
道
の
り
に
な
る
の
は

覚
悟
の
上
。
岩
﨑
主
将
は
「
何

が
何
で
も
勝
ち
上
が
る
た
め
に

は
、
日
常
か
ら
勝
ち
に
徹
底
し

た
稽
古
・
試
合
を
行
う
こ
と
が

重
要
。
ど
う
す
れ
ば
結
果
に
つ

な
が
る
の
か
、
一
人
ひ
と
り
が

常
に
考
え
な
が
ら
稽
古
に
取
り

組
み
ま
す
」
と
決
意
す
る
。

　
６
月
の
西
日
本
女
子
学
生
大

会
が
団
体
戦
の
〝
腕
試
し
〞。

し
か
し
、
本
学
は
２
回
戦
敗
退

を
喫
し
た
。

　
全
日
本
出
場
に
向
け
、
目
標

を
達
成
す
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
技
術
面
の
課
題
に
向
き
合

い
、
ま
た
、
対
戦
時
の
精
神
力

を
鍛
え
る
た
め
、
日
々
の
稽
古

に
集
中
す
る
し
か
な
い
。

大
会
成
績

（

）

大
会
成
績

大
会
成
績

ソフトボール部ソフトボール部

取
で
勝
利
し
、
６
勝
１
敗
で
３

チ
ー
ム
が
並
ん
だ
接
戦
を
セ
ッ

ト
率
差
で
制
し
た
。

　
チ
ー
ム
一
丸
で
つ
か
ん
だ
１

部
復
帰
。
主
将
の
大
角
維
（
総

合
健
康
学
科
４
年
）
は
「
秋
季

リ
ー
グ
で
は
１
部
優
勝
を
目
指

し
、
全
日
本
イ
ン
カ
レ
出
場
に

向
け
て
も
頑
張
り
ま
す
」
と

○
85
　
　
　
　
　
27
　
奈
良
教
育
大

（

）

●
59
　
　
　
　
　
65
　
関
学
大

（

）

○
75
　
　
　
　
　
28
　
愛
知
淑
徳
大

（

）

○
69
　
　
　
　
　
55
　
大
産
大

（

）

●
61
　
　
　
　
　
79
　
大
阪
人
科
大

昨
年
を
上
回
る
成
績
を
　
今
年
度
は
「
春
と
秋
の
関
西

リ
ー
グ
で
２
位
、
夏
の
全
日
本

大
学
女
子
野
球
選
手
権
大
会
で

１
回
戦
突
破
」
が
目
標
で
す
。

昨
年
度
は
春
秋
と
も
リ
ー
グ
３

位
、
全
日
本
は
１
回
戦
敗
退
で

し
た
。

今
年
は
１
年
生
が
多
く
入
部
し
、

レ
ギ
ュ
ラ
ー
争
い
も
激
化
し
て

お
り
、
先
輩
後
輩
の
壁
を
越
え
、

切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。

　
学
生
リ
ー
グ
の
ほ
か
に
社
会

人
チ
ー
ム
と
の
交
流
戦
や
関
西

女
子
野
球
大
会
へ
の
参
加
、
中

高
生
チ
ー
ム
と
の
合
同
練
習
や

練
習
試
合
な
ど
の
交
流
も
増
や

し
て
い
ま
す
。

園田から世界へ！ ソフトボール日本代表
日本TOP代表全日本大学女子選抜代表U19代表

小西彩未
（内野手）
総合健康学科1年

屋禰未奈
（内野手）

　代表に選んでいただき、驚きました。
チャンスを結果につなげたいです。
　園田の代表、大学生の代表、そして
日本の代表としての自覚を持って、勝利
に貢献し、優勝できるように頑張ります。
　チームには大学 4 年生から2 年生ま
での選手がいますが、短期間の代表で
あっても、チーム一丸で戦うために周り
を見て、技術面でもしっかりと役割を果
たしたいと思います。

総合健康学科4年

椛山奈々
（捕手）

 選んでいただいことは、うれしい半面、
自分で務まるのかという不安もあります。
　しかし、選ばれたからには、大学日本
代表、園田の代表という自覚と責任を
持ち、今持っている自分の実力を発揮
して優勝したいと思います。
　チームで自分がどんな立場を任されよ
うと、チームに徹していきたいです。

総合健康学科4年

中村優花
（外野手）

　代表入りは素直にうれしく、同時に園
田の代表、大学日本代表としても責任
があり、気が引き締まる思いです。
　いろいろな大学のメンバーが集まる代
表チームでは、「日の丸を背負っている
んだ」という自覚を持つことが大切だと
思います。周りの状況を見て、自分が
その時々にできること、チームのために
率先してできることを精いっぱい行動で
示して、優勝を目指します。

総合健康学科4年

下山絵理
（内野手）

　代表に選ばれ、とてもうれしいです。
誰もが国際大会に出場できるわけではな
いので、代表選手としての自覚と責任を
持って、チームの勝利のためにしっかり
と声を出し、雰囲気を高めて、全力でプ
レーしたいと思います。
　海外チームからもたくさんのことを吸収
したいという目標もありますが、試合をす
るからには、積極的なプレーで絶対に東
アジアで 1 位になりたいです。

総合健康学科2年

石川恭子
（内野手）
総合健康学科4年

＜日米対抗／ 6 月＞
第 1 戦　日本４─０米国
第 2 戦　日本６─３米国
第 3 戦　日本２─０米国

＜アジア女子ジュニア＞
予選・決勝トーナメントを通して、日本は
全勝で優勝

＜第 7 回東アジアカップ／ 6 月12 日～ 15 日／台湾＞ 
本学から４選手が代表入りした全日本大学女子選抜が大会 2 連覇を達成！予選リーグ１位の日本は、決勝トーナメントの決勝戦でチャイニーズ・タイペイと対戦。
先発マスクの椛山奈々が適時打を２本放つなど活躍し、７─３でライバルを退けた。

〝
次
の
仕
事
〞
に
決
意
を
見
せ

る
。
春
季
リ
ー
グ
で
発
揮
し
た

粘
り
と
安
定
感
の
あ
る
バ
レ
ー

ス
タ
イ
ル
で
、
新
た
な
目
標
に

立
ち
向
か
う
。

◆
第
39
回
全
関
西
女
子
学
生
選
手
権

園
女
大

▽
３
回
戦
　
　
27―

5

　
　
　
　
　
　
24―
5

　
　
　
　
　
　
19―
8

　
　
　
　
　
　
15―
9

▽
４
回
戦
　
　
12―

14

　
　
　
　
　
　
15―

11

　
　
　
　
　
　
17―

23

　
　
　
　
　
　
15―

17

◆
第
67
回
西
日
本
学
生
選
手
権

園
女
大

▽
２
回
戦
　
　
21―

8

　
　
　
　
　
　
21―

8

　
　
　
　
　
　
19―

6

　
　
　
　
　
　
14―

6

▽
３
回
戦
　
　
15―

16

　
　
　
　
　
　
20―

17

　
　
　
　
　
　
20―

16

　
　
　
　
　
　
14―

6

▽
４
回
戦
　
　
18―

27

　
　
　
　
　
　
12―

19

　
　
　
　
　
　
16―

20

　
　
　
　
　
　
15―

13

　
剣
道
の
個
人
戦
で
争
わ
れ
る

谷村唯谷村唯
小林佑実子小林佑実子

主将・下吹越紗羅主将・下吹越紗羅



主
将
の
決
意

全
日
本（
個
人
）逃
す

全
日
本（
個
人
）逃
す

岩
﨑
・
落
合
４
回
戦
進
出
も
あ
と
１
勝
及
ば
ず

第
48
回
関
西
女
子
学
生
選
手
権

は
５
月
６
日
、
大
阪
市
の
舞
洲

ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
、
本
学
は

６
人
が
出
場
。
岩
﨑
比
那
（
総

合
健
康
学
科
４
年
）
と
落
合
空

（
児
童
教
育
学
科
３
年
）
が
４

回
戦
ま
で
勝
ち
上
が
っ
た
も
の

の
、
ベ
ス
ト
16
に
は
進
め
ず
、

第
52
回
全
日
本
女
子
学
生
選
手

権
へ
の
出
場
権
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。

　
２
回
戦
に
臨
ん
だ
の
は
４

人
。
そ
の
う
ち
、
岩
﨑
と
奥
平

桜
（
総
合
健
康
学
科
２
年
）
は

胴
を
、
落
合
は
面
・
コ
テ
を
そ

れ
ぞ
れ
決
め
て
勝
ち
進
ん
だ
。

　
岩
﨑
と
落
合
は
３
回
戦
も
勝

利
。
あ
と
１
勝
し
て
５
回
戦
に

進
め
ば
、
全
日
本
へ
の
出
場
権

を
獲
得
す
る
４
回
戦
に
挑

ん
だ
。

◆
関
西
大
学
春
季
リ
ー
グ
（
女
子
２
部
）

園
女
大
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逆
転
喫
す

❸第11号　2018年7月1日

８
強
進
出
あ
と
一
歩

関
西
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

春
季
リ
ー
グ
女
子
２
部
Ⅴ

（

）

○
3
　 

　 

　
　
　
0
●
同
志
社
大

（

）

○
3
　 

　 

　
　
　
0
●
兵
庫
大

（

）

○
3
　
　  

　
　
　
1
●
佛
教
大

（

）

○
3
　 

　 

　
　
　
1
●
神
戸
学
院
大

（

）

○
3
　  

　
　
　
　
2
●
大
阪
大
谷
大

（

）

●
2
　  

　
　
　
　
3
○
京
産
大

（

）

○
3
　
　  

　
　
　
1
●
関
学
大

　
新
チ
ー
ム
が
始
ま
り
、
春
の

合
宿
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
合

宿
中
に
出
場
し
た
大
会
で
は

『
一
戦
一
戦
臨
む
』
と
い
う
目

標
を
掲
げ
、
チ
ー
ム
全
員
で

優
勝
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
（
写
真
）。

　
今
年
度
の
チ
ー
ム
目
標
は

『
全
戦
全
勝
』
で
『
一
部
昇

格
』。
１
年
生
が
12
人
も
入

部
を
決
め
て
く
れ
た
こ
と
も

追
い
風
で
す
。
ラ
ク
ロ
ス
部

に
入
っ
た
こ
と
を
後
悔
さ
せ

な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と

上
回
生
が
引
っ
張
り
、
充
実

し
た
大
学
生
活
を
送
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。
リ
ー
グ
戦

へ
チ
ー
ム
一
丸
で
頑
張
り

ま
す
。

　
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
は
２

年
生
３
名
と
い
う
少
人
数
で
す

が
、
３
月
に
西
日
本
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
選
手
権
に
初
出
場
し

ま
し
た
。
若
狭
コ
ー
チ
の
指
導

の
下
、
練
習
し
て
き
た
成
果
を

出
す
こ
と
が
で
き
、
大
き
く
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
は
、
社
会
人
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｘ

２
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
リ
ー
グ
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
専

属
チ
ア
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

出
演
、
学
園
祭
の
出
演
な
ど
。

笑
顔
で
よ
り
よ
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
届
け
ら
れ
る
よ

う
、「
ど
ん
な
時
で
も
、
ど

ん
な
場
面
で
も
全
力
で
演
技

を
す
る
。」
を
目
標
に
、
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

◆
第
48
回
関
西
女
子
学
生
選
手
権

〈
１
回
戦
〉

　
橋
田
紗
●
　
│
　
○
　
野
村
（
甲
南
大
）

　
落
合
　
○
　
│
　
●
　
安
田
（
龍
谷
大
）

　
橋
田
真
●
　
│
　
○
　
小
川
（
関
西
福
祉
大
）

〈
２
回
戦
〉

　
奥
平
　
○
　
│
　
●
　
松
元
（
和
歌
山
大
）

　
岩
﨑
　
○
　
│
　
●
　
野
中
（
甲
南
大
）

　
落
合
　
○
　
│
　
●
　
松
本
（
関
学
大
）

　
菰
口
　
●
　
│
　
○
　
小
泉
（
近
畿
大
）

〈
３
回
戦
〉

　
奥
平
　
●
　
│
　
○
　
中
川
（
甲
南
大
）

　
岩
﨑
　
○
　
│
　
●
　
野
口
（
姫
獨
大
）

　
落
合
　
○
　
│
　
●
　
八
島
（
滋
賀
大
）

〈
４
回
戦
〉

　
岩
﨑
　
●
　
│
　
○
　
玉
置
（
大
産
大
）

　
落
合
　
●
　
│
　
○
　
横
澤
（
大
体
大
）

◆
第
63
回
西
日
本
女
子
学
生
大
会

〈
２
回
戦
〉

　
園
女
大
●
１
│
３
　
　
大
体
大

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
２
０
１

６
年
春
季
に
１
部
か
ら
２
部
へ

降
格
し
て
以
来
、「
１
部
昇
格
」

を
合
言
葉
に
プ
レ
ー
を
磨
い
て

き
た
。
入
替
戦
に
進
ん
で
も
１

部
校
の
壁
は
高
く
、
我
慢
が
続

い
た
。
今
季
の
チ
ー
ム
は
ポ
イ

ン
ト
を
取
れ
る
サ
ー
ブ
力
、
攻

撃
に
つ
な
げ
る
レ
シ
ー
ブ
力
の

向
上
に
取
り
組
み
、
リ
ー
グ
を

戦
っ
た
。

　
初
戦
を
３
│
０
で
発
進
し
、

４
連
勝
。
５
戦
目
の
大
阪
大
谷

大
戦
で
は
１
│
０
か
ら
１
│
２

と
逆
転
さ
れ
た
が
、
第
４
セ
ッ

ト
を
26
│
24
、
第
５
セ
ッ
ト
を

15
│
10
と
粘
り
の
再
逆
転
を
見

せ
た
。

　
京
産
大
戦
は
一
進
一
退
の
攻

防
。最
終
セ
ッ
ト
で
力
尽
き
た
。

し
か
し
最
終
戦
、
全
勝
の
神
院

大
に
０
│
１
か
ら
３
セ
ッ
ト
連

　
本
学
は
、
昨
年
の
全
関
西
は

シ
ー
ド
さ
れ
な
が
ら
初
戦
で
敗

退
し
、
今
季
は
一
つ
で
も
勝
ち

進
み
た
い
と
こ
ろ
。
３
回
戦
か

ら
登
場
し
、
第
１
ピ
リ
オ
ド
か

ら
奈
良
教
育
大
を
圧
倒
。
85―

27
と
相
手
を
寄
せ
付
け
な
か
っ

た
。

　
４
回
戦
で
立
ち
は
だ
か
っ
た

の
は
、
昨
秋
の
リ
ー
グ
戦
１
部

２
部
入
替
戦
で
10
点
差
を
付
け

ら
れ
て
敗
れ
た
リ
ー
グ
１
部
の

関
学
大
。
第
１
ピ
リ
オ
ド
で
２

点
先
行
さ
れ
た
が
、
第
２
ピ
リ

　
続
く
６

月
の
第
67

回
西
日
本

学
生
選
手

権
で
は
、

愛
知
淑
徳

大
と
大
産

大
に
快
勝

し
て
４
回

戦
に
進

出
。
大
阪

人
科
大
に

敗
れ
は
し
た
も
の
の
、
第
４
ピ

リ
オ
ド
に
一
矢
を
報
い
た
。

　
シ
ー
ズ
ン
前
半
で
見
え
た
の

は
「
明
る
く
て
元
気
な
だ
け
で

な
く
、
お
互
い
に
厳
し
さ
を
持

ち
、
課
題
や
改
善
点
を
指
摘
し

あ
え
る
チ
ー
ム
づ
く
り
」
と
い

う
課
題
。
下
吹
越
主
将
は
「
全

員
が
練
習
メ
ニ
ュ
ー
や
一
つ
ひ

と
つ
の
プ
レ
ー
の
意
味
を
理
解

し
、
意
識
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
。
普
段
の
練
習
か
ら
声

を
出
し
、
チ
ー
ム
内
で
切
磋
琢

磨
し
な
け
れ
ば
」
と
、
部
員
一

丸
で
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
促
す
。

　
副
主
将
の
小
森
瑠
香
（
児
童

教
育
学
科
４
年
）
も
「
チ
ー
ム

の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
園

田
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
楽
し
み
、

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
チ
ー
ム
に
貢

献
し
た
い
」と
意
欲
を
見
せ
る
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
今
年
も
秋
の

リ
ー
グ
戦
で
『
２
部
全
勝
優
勝

＆
１
部
昇
格
』
す
る
こ
と
だ
。

昨
シ
ー
ズ
ン
は
２
部
２
位
で
進

ん
だ
１
部
と
の
入
替
戦
で
１
勝

４
敗
と
完
敗
し
た
。
そ
の
苦
い

経
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の

秋
は
１
部
校
に
跳
ね
返
さ
れ
な

い
闘
志
で
ぶ
つ
か
っ
て
い
く
。

渡邊はるか
総合健康学科4年

「大切な場面で力を発揮できる
よう、自分の武器をコートで表
現できるようになるまで練習に
取り組み、どのような状況でも
絶対にぶれない自信をつけた
いです。チーム目標は『王座優
勝』です。個々が戦績を残し、
ハードルをクリアしていくこと
が必要です。先を読んで行動
し、人としても選手としても大
きく成長したいと思います」

大角維
総合健康学科4年

下吹越紗羅
総合健康学科4年

岩﨑比那
総合健康学科4年

堀出百花
総合健康学科4年

陸上競技部陸上競技部 剣道部剣道部 バスケットボール部バスケットボール部 バレーボール部バレーボール部 テニス部テニス部

「チーム目標は昨年準優勝だっ
たインカレでの“日本一奪還”
です。今年のチームはすごく
仲が良いチーム。練習でも学
校生活でも学年に関係なくコ
ミュニケーションを取ってい
ます。チームの鉄則『全力疾走・
全力プレー・カバーリング』
をモットーに、誰からも応援
されるチームとして、日本一
になれるよう頑張ります」

「春季リーグ戦では２部で優勝
し、１部に昇格しました。また、
全日本インカレ出場、秋季リー
グ戦１部優勝を目標に日々練
習に取り組みます。チームの
課題はたくさんありますが、
それらを克服するため、１日
１日を大切にして頑張ってい
ます。チーム力を今以上に向
上させ、“全員バレー”で勝利
を目指します」

「全関西女子学生バスケット
ボール選手権は勝てばベスト
８の試合で負けてしまい、悔し
さが残る大会でした。次のチー
ム目標を『秋のリーグ戦で２部
全勝優勝し、１部に昇格する』
に切り替え、主将としてもチー
ム目標を達成するために、私自
身が新しいことにチャレンジ
し、レベルアップして、みんな
をまとめていきます」

「今年度の剣道部の目標は、西
日本大会上位入賞、全日本大
会出場です。全日本大会の予
選である、秋の関西大会では
今年はシード権がないため、
厳しい組み合わせになる可能
性があります。そこで勝ち上
がるためには今まで以上に
チーム力を大切にし、“温故知
新”をスローガンに掲げて部
員一丸で取り組んでいきます」

「関西インカレでは全員がひと
つになって戦い、女子総合準
優勝につながりました。西日本
インカレ、全日本インカレと試
合は続きます。全国レベルの
舞台になると厳しいですが、園
田らしく元気に切磋琢磨し、ひ
とりひとりの努力がチームの底
上げになるよう練習を積んで
いきます。全日本では女子総
合８位以内を目指します」

屋禰未奈
総合健康学科4年

軟
式
野
球
部

１
部
昇
格

１
部
昇
格

オ
ド
に
反
撃
し
、
27―

25
と

リ
ー
ド
を
奪
っ
た
。

　
こ
の
流
れ
を
キ
ー
プ
し
た
い

と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
第
３
ピ
リ

オ
ド
に
勢
い
を
失
っ
た
。
第
４

ピ
リ
オ
ド
は
２
点
差
で
食
ら
い

つ
い
た
が
、
第
３
ピ
リ
オ
ド
で

献
上
し
た
６
点
差
が
響
き
、
白

星
を
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
主
将
の
下
吹
越
紗
羅
（
総
合

健
康
学
科
４
年
）
は
「
関
学
大

戦
は
自
信
を
持
っ
て
戦
い
ま
し

た
が
、
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し

た
。
負
け
た
か
ら
こ
そ
学
べ
る

こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
今
後
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
敗
戦
を
振
り
返
っ
た
。

全
関
西
女
子
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
し
か
し
、
と
も
に
相
手
に
面

を
先
に
打
た
れ
、
懸
命
に
反
撃

を
仕
掛
け
た
が
、
一
歩
及
ば
ず

敗
退
と
な
っ
た
。

　
悔
い
が
残
る
結
果
に
、
主
将

を
務
め
る
岩
﨑
は
「
粘
り
強
く

勝
ち
に
持
っ
て
い
け
な
か
っ
た

の
は
、
こ
の
大
会
に
向
け
て
の

努
力
の
足
り
な
さ
だ
と
受
け
止

め
て
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　
チ
ー
ム
に
残
さ
れ
て
い
る
全

国
大
会
へ
の
チ
ャ
ン
ス
は
、
団

体
戦
で
行
わ
れ
る
全
日
本
女
子

学
生
優
勝
大
会
（
11
月
・
愛
知

県
春
日
井
市
）。
９
月
の
関
西

女
子
学
生
優
勝
大
会
が
そ
の
予

選
と
い
う
位
置
づ
け
だ
。

　
厳
し
い
道
の
り
に
な
る
の
は

覚
悟
の
上
。
岩
﨑
主
将
は
「
何

が
何
で
も
勝
ち
上
が
る
た
め
に

は
、
日
常
か
ら
勝
ち
に
徹
底
し

た
稽
古
・
試
合
を
行
う
こ
と
が

重
要
。
ど
う
す
れ
ば
結
果
に
つ

な
が
る
の
か
、
一
人
ひ
と
り
が

常
に
考
え
な
が
ら
稽
古
に
取
り

組
み
ま
す
」
と
決
意
す
る
。

　
６
月
の
西
日
本
女
子
学
生
大

会
が
団
体
戦
の
〝
腕
試
し
〞。

し
か
し
、
本
学
は
２
回
戦
敗
退

を
喫
し
た
。

　
全
日
本
出
場
に
向
け
、
目
標

を
達
成
す
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
技
術
面
の
課
題
に
向
き
合

い
、
ま
た
、
対
戦
時
の
精
神
力

を
鍛
え
る
た
め
、
日
々
の
稽
古

に
集
中
す
る
し
か
な
い
。

大
会
成
績

（

）

大
会
成
績

大
会
成
績

ソフトボール部ソフトボール部

取
で
勝
利
し
、
６
勝
１
敗
で
３

チ
ー
ム
が
並
ん
だ
接
戦
を
セ
ッ

ト
率
差
で
制
し
た
。

　
チ
ー
ム
一
丸
で
つ
か
ん
だ
１

部
復
帰
。
主
将
の
大
角
維
（
総

合
健
康
学
科
４
年
）
は
「
秋
季

リ
ー
グ
で
は
１
部
優
勝
を
目
指

し
、
全
日
本
イ
ン
カ
レ
出
場
に

向
け
て
も
頑
張
り
ま
す
」
と

○
85
　
　
　
　
　
27
　
奈
良
教
育
大

（

）

●
59
　
　
　
　
　
65
　
関
学
大

（

）

○
75
　
　
　
　
　
28
　
愛
知
淑
徳
大

（

）

○
69
　
　
　
　
　
55
　
大
産
大

（

）

●
61
　
　
　
　
　
79
　
大
阪
人
科
大

昨
年
を
上
回
る
成
績
を
　
今
年
度
は
「
春
と
秋
の
関
西

リ
ー
グ
で
２
位
、
夏
の
全
日
本

大
学
女
子
野
球
選
手
権
大
会
で

１
回
戦
突
破
」
が
目
標
で
す
。

昨
年
度
は
春
秋
と
も
リ
ー
グ
３

位
、
全
日
本
は
１
回
戦
敗
退
で

し
た
。

今
年
は
１
年
生
が
多
く
入
部
し
、

レ
ギ
ュ
ラ
ー
争
い
も
激
化
し
て

お
り
、
先
輩
後
輩
の
壁
を
越
え
、

切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。

　
学
生
リ
ー
グ
の
ほ
か
に
社
会

人
チ
ー
ム
と
の
交
流
戦
や
関
西

女
子
野
球
大
会
へ
の
参
加
、
中

高
生
チ
ー
ム
と
の
合
同
練
習
や

練
習
試
合
な
ど
の
交
流
も
増
や

し
て
い
ま
す
。

園田から世界へ！ ソフトボール日本代表
日本TOP代表全日本大学女子選抜代表U19代表

小西彩未
（内野手）
総合健康学科1年

屋禰未奈
（内野手）

　代表に選んでいただき、驚きました。
チャンスを結果につなげたいです。
　園田の代表、大学生の代表、そして
日本の代表としての自覚を持って、勝利
に貢献し、優勝できるように頑張ります。
　チームには大学 4 年生から2 年生ま
での選手がいますが、短期間の代表で
あっても、チーム一丸で戦うために周り
を見て、技術面でもしっかりと役割を果
たしたいと思います。

総合健康学科4年

椛山奈々
（捕手）

 選んでいただいことは、うれしい半面、
自分で務まるのかという不安もあります。
　しかし、選ばれたからには、大学日本
代表、園田の代表という自覚と責任を
持ち、今持っている自分の実力を発揮
して優勝したいと思います。
　チームで自分がどんな立場を任されよ
うと、チームに徹していきたいです。

総合健康学科4年

中村優花
（外野手）

　代表入りは素直にうれしく、同時に園
田の代表、大学日本代表としても責任
があり、気が引き締まる思いです。
　いろいろな大学のメンバーが集まる代
表チームでは、「日の丸を背負っている
んだ」という自覚を持つことが大切だと
思います。周りの状況を見て、自分が
その時々にできること、チームのために
率先してできることを精いっぱい行動で
示して、優勝を目指します。

総合健康学科4年

下山絵理
（内野手）

　代表に選ばれ、とてもうれしいです。
誰もが国際大会に出場できるわけではな
いので、代表選手としての自覚と責任を
持って、チームの勝利のためにしっかり
と声を出し、雰囲気を高めて、全力でプ
レーしたいと思います。
　海外チームからもたくさんのことを吸収
したいという目標もありますが、試合をす
るからには、積極的なプレーで絶対に東
アジアで 1 位になりたいです。

総合健康学科2年

石川恭子
（内野手）
総合健康学科4年

＜日米対抗／ 6 月＞
第 1 戦　日本４─０米国
第 2 戦　日本６─３米国
第 3 戦　日本２─０米国

＜アジア女子ジュニア＞
予選・決勝トーナメントを通して、日本は
全勝で優勝

＜第 7 回東アジアカップ／ 6 月12 日～ 15 日／台湾＞ 
本学から４選手が代表入りした全日本大学女子選抜が大会 2 連覇を達成！予選リーグ１位の日本は、決勝トーナメントの決勝戦でチャイニーズ・タイペイと対戦。
先発マスクの椛山奈々が適時打を２本放つなど活躍し、７─３でライバルを退けた。

〝
次
の
仕
事
〞
に
決
意
を
見
せ

る
。
春
季
リ
ー
グ
で
発
揮
し
た

粘
り
と
安
定
感
の
あ
る
バ
レ
ー

ス
タ
イ
ル
で
、
新
た
な
目
標
に

立
ち
向
か
う
。

◆
第
39
回
全
関
西
女
子
学
生
選
手
権

園
女
大

▽
３
回
戦
　
　
27―

5

　
　
　
　
　
　
24―

5

　
　
　
　
　
　
19―

8

　
　
　
　
　
　
15―

9

▽
４
回
戦
　
　
12―

14

　
　
　
　
　
　
15―

11

　
　
　
　
　
　
17―

23

　
　
　
　
　
　
15―

17

◆
第
67
回
西
日
本
学
生
選
手
権

園
女
大

▽
２
回
戦
　
　
21―

8

　
　
　
　
　
　
21―

8

　
　
　
　
　
　
19―

6

　
　
　
　
　
　
14―

6

▽
３
回
戦
　
　
15―

16

　
　
　
　
　
　
20―

17

　
　
　
　
　
　
20―

16

　
　
　
　
　
　
14―

6

▽
４
回
戦
　
　
18―

27

　
　
　
　
　
　
12―

19

　
　
　
　
　
　
16―

20

　
　
　
　
　
　
15―

13

　
剣
道
の
個
人
戦
で
争
わ
れ
る

谷村唯谷村唯
小林佑実子小林佑実子

主将・下吹越紗羅主将・下吹越紗羅



　
４
月
８
日
に
開
幕
し
た
平
成
30
年
度
春
季
関
西
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
戦
で
、
１
部
の
本
学
は
８
戦
全
勝
を
収
め
、 

16
季
連
続
46

度
目
の
リ
ー
グ
制
覇
を
果
た
し
た
。
そ
の
チ
ー
ム
力
を
象
徴
す
る
か

の
よ
う
に
、
日
本
Ｔ
Ｏ
Ｐ
、
全
日
本
大
学
選
抜
、Ｕ
19
の
各
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
代
表
選
手
を
輩
出
。
走
攻
守
そ
ろ
う
総
合
力
を
発
揮
し
、
全

日
本
大
学
女
子
選
手
権
（
イ
ン
カ
レ
／
８
月
31
日
〜
金
沢
市
）
の
栄

冠
奪
還
へ
勢
い
が
付
い
た
。

01
。
昨
年
の
学
生
日
本
一
の
称

号
を
胸
に
さ
ら
に
高
み
を
目
指

し
て
い
る
。「
そ
の
先
に
い
か

な
い
と
、
目
標
に
し
て
い
る
日

本
選
手
権
３
位
以
内
に
入
っ
て

い
け
ま
せ
ん
。
空
中
動
作
を
磨

き
た
い
」
と
意
欲
を
か
き
立
て

て
い
た
。

２
種
目
で
の
ト
リ
プ
ル
入
賞

で
、
総
合
得
点
争
い
に
勢
い
が

つ
い
た
。

　
４
０
０
ｍ
で
は
稲
岡
真
由

（
食
物
栄
養
学
科
４
年
）
が
故

障
か
ら
の
復
活
を
告
げ
る
３
位

入
賞
。
稲
岡
と
同
６
位
の
堀
出

百
花
（
総
合
健
康
学
科
４
年
）

を
中
心
に
ま
と
ま
っ
た
４×

４

０
０
ｍ
リ
レ
ー
も
３
位
と
健
闘

し
た
。

　
２
０
０
ｍ
８
位
の
近
藤
亜
友

美
（
同
学
科
３
年
）
を
擁
す
る

４×

１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
は
４

位
。
両
リ
レ
ー
と
も
〝
園
田
最

高
記
録
〞
に
迫
る
好
タ
イ
ム

だ
っ
た
。

　
１
年
生
も
活
躍
し
た
。
今
春

発
足
し
た
駅
伝
競
走
部
の
１
期

生
・
今
枝
紗
弥
（
食
物
栄
養
学

科
１
年
）
が
１
５
０
０
ｍ
で
４

分
33
秒
33
の
園
田
新
を
マ
ー
ク

し
て
５
位
に
入
賞
す
る
と
、
や

り
投
の
桒
原
千
賀
子
（
総
合
健

康
学
科
１
年
）
も
園
田
新
と
な

る
48
ｍ
06
を
投
げ
て
３
位
に

入
っ
た
。

　
走
・
跳
・
投
・
混
成
の
各
種

目
で
入
賞
者
を
並
べ
た
陸
上
競

技
部
。
主
将
を
務
め
た
堀
出
は

「
私
た
ち
の
目
標
は
昨
年
の
先

輩
チ
ー
ム
を
越
え
る
こ
と
。
日

本
イ
ン
カ
レ
（
９
月
）
で
は
女

子
総
合
８
位
以
内
に
」
と
意
欲

的
な
目
標
を
掲
げ
る
。

　
夏
の
鍛
錬
が
秋
に
ど
ん
な
ふ

う
に
実
る
の
か
。
個
々
の
成
長

が
楽
し
み
だ
。
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◆平成30年度春季関西学生リーグ戦
　〈1部1次予選リーグ〉
　園女大　○５―１同志社大
　　　　　○７―０神戸親和女大
　　　　　○１―０大阪青山大
　　　　　○２―０立命館大
　〈2次部別リーグ〉
　園女大　○４―０関西大
　　　　　○３―１武庫川女大
　　　　　○７―２奈良学園大
　　　　　○１―０大阪大谷大
☆16 季連続 46 度目のリーグ制覇

石
井
あ
づ
さ
（
総
合
健
康
学
科

３
年
）・
西
野
さ
く
ら（
同
２
年
）

組
の
３
ペ
ア
と
も
初
戦
を
突

破
。
渡
邊
・
小
池
組
は
２
回
戦

以
降
も
順
当
に
勝
ち
進
み
、
決

勝
で
は
第
２
・
３
セ
ッ
ト
を
連

取
し
て
逆
転
勝
ち
。
２
連
覇
に

輝
い
た
。

　
関
西
学
生
春
季
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
の
結
果
、小
池
、渡
邊
、伊
藤
、

山
口
、
東
谷
、
石
井
、
西
野
の

７
名
が
８
月
８
日
か
ら
開
催
さ

れ
る
全
日
本
イ
ン
カ
レ
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
チ
ー
ム
の
課
題
も
見
え
た
。

単
複
と
も
２
回
戦
に
勝
っ
た
の

は
、
実
績
の
あ
る
渡
邊
と
小
池

だ
け
。
主
力
コ
ン
ビ
の
成
長
は

結
果
で
示
さ
れ
た
が
、
全
体
の

底
上
げ
が
で
き
た
か
と
問
わ
れ

る
と
、
あ
と
一
歩
、
も
の
足
り

な
さ
が
あ
る
。

　
と
い
う
の
も
、
チ
ー
ム
が
最

も
欲
し
て
い
る
の
は
、
秋
の
関

西
大
学
対
抗
リ
ー
グ
戦
か
ら
、

昨
年
出
場
で
き
な
か
っ
た
全
日

本
大
学
対
抗
王
座
決
定
試
合
へ

と
勝
ち
進
み
、
そ
の
栄
冠
を
手

に
す
る
こ
と
だ
か
ら
だ
。

　
主
将
の
渡
邊
は
「
王
座
優
勝

を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
個
人

戦
で
一
人
ひ
と
り
が
戦
績
を
残

し
、
そ
れ
を
自
信
に
変
え
て
、

ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
」
と
話
す
。

　
望
む
も
の
に
近
づ
く
に
は
、

ま
だ
ま
だ
や
る
べ
き
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
分
だ
け
、
渡
邊
、
小

池
中
心
の
こ
の
チ
ー
ム
に
は
伸

び
し
ろ
が
残
さ
れ
て
い
る
。

で
阻
ま
れ
た
が
、
８
強
だ
っ
た

昨
年
か
ら
の
成
長
の
跡
を
見

せ
た
。

　
ダ
ブ
ル
ス
は
前
回
優
勝
の
渡

邊
・
小
池
組
と
伊
藤
優
子
（
総

合
健
康
学
科
４
年
）・
東
谷
和

（
児
童
教
育
学
科
１
年
）
組
、

　
単
複
の
タ
イ
ト
ル
を
争
う
春

季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
。
個
人
戦
と

は
い
え
、
本
学
は
全
日
本
学
生

選
手
権
（
８
月
）
や
チ
ー
ム
目

標
で
あ
る
全
日
本
大
学
対
抗
王

座
決
定
試
合
（
10
月
）
の
優
勝

に
向
け
て
挑
ん
だ
。

　
シ
ン
グ
ル
ス
に
は
６
人
が
出

場
。５
人
が
初
戦
を
突
破
し
た
。

中
で
も
小
池
は
、
神
戸
オ
ー
プ

ン
優
勝
の
実
力
を
発
揮
し
て
、

２
回
戦
〜
準
々
決
勝
を
ス
ト

レ
ー
ト
勝
ち
。
進
撃
は
準
決
勝

今後の主要大会スケ
ジュール

　
昨
年
、
イ
ン
カ
レ
２
連
覇
を

決
勝
戦
で
阻
ま
れ
た
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
。「
日
本
一
奪
還
」

を
決
意
し
て
迎
え
た
今
シ
ー
ズ

ン
、
屋
禰
未
奈
主
将
（
総
合
健

康
学
科
４
年
）
が
ま
と
め
る

チ
ー
ム
の
実
力
が
試
さ
れ
た
春

季
リ
ー
グ
戦
で
、
本
学
は
相
変

わ
ら
ず
全
勝
街
道
を
突
っ
走
っ

た
。

　
下
山
絵
理
（
総
合
健
康
学
科

２
年
）
の
予
選
リ
ー
グ
第
２
戦

で
見
せ
た
２
打
席
連
続
本
塁
打

な
ど
投
打
で
実
力
を
発
揮
し
て

快
勝
を
重
ね
た
リ
ー
グ
戦
だ

が
、
接
戦
に
持
ち
込
ま
れ
た

ゲ
ー
ム
が
２
試
合
あ
っ
た
。
予

選
リ
ー
グ
第
３
戦
の
大
阪
青
山

大
戦
と
、
２
次
部
別
リ
ー
グ
第

４
戦
の
大
阪
大
谷
大
戦
だ
。

　
大
阪
青
山
大
戦
で
は
序
盤
３

回
を
完
全
に
抑
え
ら
れ
、
５
回

と
７
回
に
は
３
塁
ま
で
走
者
を

進
め
た
が
、
あ
と
一
本
が
つ
な

が
ら
な
か
っ
た
。

　
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
の
８
回
表
を

き
っ
ち
り
ゼ
ロ
で
封
じ
る
と
、

そ
の
裏
、
下
村
歩
実
（
総
合
健

康
学
科
２
年
）が
３
塁
に
進
塁
。

相
手
は
満
塁
策
を
選
ん
だ
も
の

の
、
途
中
代
走
出
場
の
野
瀬
く

る
み
（
総
合
健
康
学
科
３
年
）

の
犠
牲
フ
ラ
イ
で
下
村
が
本
塁

に
突
っ
込
み
、
貴
重
な
１
点
を

も
ぎ
取
っ
た
。

　
大
阪
大
谷
大
戦
で
は
２
回
１

死
２
・
３
塁
の
場
面
で
、
下
村

の
内
野
ゴ
ロ
の
間
に
３
塁
か
ら

屋
禰
が
生
還
。
こ
の
１
点
を
守

り
き
っ
た
。

　
昨
年
の
イ
ン
カ
レ
初
優
勝
の

Ｉ
Ｐ
Ｕ
環
太
平
洋
大
も
参
戦
す

る
西
日
本
イ
ン
カ
レ
（
８
月
・

徳
島
市
）
や
イ
ン
カ
レ
に
進
む

と
、
こ
う
し
た
１
点
差
ゲ
ー
ム

を
し
ぶ
と
く
勝
ち
切
る
強
さ
が

必
要
に
な
る
。
春
季
リ
ー
グ
で

経
験
し
た
２
つ
の
接
戦
は
、
常

勝
チ
ー
ム
を
引
き
締
め
た
こ
と

だ
ろ
う
。

　
棒
高
跳
で
は
竹
上
ほ
の
香

（
総
合
健
康
学
科
４
年
）
が
４

位
、
平
田
美
和
（
児
童
教
育
学

科
１
年
）
が
７
位
と
な
り
、
ト

リ
プ
ル
入
賞
を
達
成
。さ
ら
に
、

横
田
華
恋
（
食
物
栄
養
学
科
２

年
）
が
３
位
に
入
っ
た
４
０
０

ｍ
ハ
ー
ド
ル
も
、栗
谷
瑞
希（
同

２
年
）
が
４
位
、安
達
眞
咲
（
総

合
健
康
学
科
２
年
）
が
６
位
と

出
場
３
人
全
員
が
入
賞
し
た
。

関西学生女子関西学生女子
　
チ
ー
ム
の
快
進
撃
は
、
棒
高

跳
の
那
須
眞
由
（
総
合
健
康
学

科
４
年
）
か
ら
始
ま
っ
た
。
那

須
は
３
ｍ
90
を
１
回
で
ク
リ
ア

し
、
２
年
ぶ
り
３
度
目
の
関
西

制
覇
。
昨
年
は
関
西
＆
西
日
本

＆
日
本
学
生
の
３
大
イ
ン
カ
レ

の
う
ち
、
関
西
の
タ
イ
ト
ル
だ

け
を
逃
し
た
。
今
季
は
〝
イ
ン

カ
レ
３
冠
〞
に
再
挑
戦
す
る
。

　
那
須
の
自
己
ベ
ス
ト
は
４
ｍ

総合　位2総合　位2
那
須（
棒
高
跳
）優
勝

リ
レ
ー
は
今
年
も
Ｗ
入
賞

那
須（
棒
高
跳
）優
勝

リ
レ
ー
は
今
年
も
Ｗ
入
賞

◆
兵
庫
学
生
対
校
選
手
権（
３
位
以
内
）

▽
１
０
０
ｍ
①
近
藤
12
秒
49
▽
２
０
０
ｍ
①

鈴
木
25
秒
44
②
後
藤
25
秒
51
▽
４
０
０
ｍ
①

堀
出
57
秒
09
▽
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
①
横
田

1
分
01
秒
27
②
小
澤
1
分
02
秒
60
③
安
達
1

分
02
秒
80
▽
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
②
園
女

大（
藤
原
│
大
塩
│
百
足
│
平
田
）
47
秒
30

▽
４
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
②
園
女
大（
小
澤

│
栗
谷
│
春
本
│
堀
出
）3
分
53
秒
83
▽
走

高
跳
③
鐡
丸
1
ｍ
66
▽
三
段
跳
③
宮
畑
11
ｍ

74
▽
砲
丸
投
②
岩
木
13
ｍ
25
③
今
井
12
ｍ
65

▽
や
り
投
②
稗
田
46
ｍ
31

◆
関
西
学
生
対
校
選
手
権（
8
位
以
内
）

▽
２
０
０
ｍ
⑧
近
藤
25
秒
37
▽
４
０
０
ｍ
③

稲
岡
55
秒
01
⑥
堀
出
55
秒
65
▽
８
０
０
ｍ
④

堀
出
2
分
13
秒
14
▽
１
５
０
０
ｍ
⑤
今
枝
4

分
33
秒
33
▽
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
③
横
田
59

秒
84
④
栗
谷
1
分
00
秒
82
⑥
安
達
1
分
01
秒

03
▽
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
④
園
女
大（
近
藤

│
稲
岡
│
鈴
木
│
平
田
）45
秒
80
▽
４
×
４
０

０
ｍ
リ
レ
ー
③
園
女
大（
横
田
│
堀
出
│
栗
谷

│
稲
岡
）3
分
42
秒
58
▽
棒
高
跳
①
那
須
3
ｍ

90
④
竹
上
3
ｍ
40
⑦
平
田
3
ｍ
40
▽
走
幅
跳

⑦
大
浦
5
ｍ
64
▽
三
段
跳
⑥
宮
畑
12
ｍ
27
▽

砲
丸
投
④
岩
木
13
ｍ
02
⑤
今
井
12
ｍ
94
▽
円

盤
投
⑦
松
本
38
ｍ
10
▽
や
り
投
③
桒
原
48
ｍ

06
▽
七
種
競
技
⑥
岡
本
4
5
5
5
点

◆
日
本
学
生
個
人
選
手
権（
8
位
以
内
）

▽
４
０
０
ｍ
⑥
稲
岡
56
秒
15
▽
４
０
０
ｍ

ハ
ー
ド
ル
⑤
横
田
１
分
00
秒
26
▽
走
幅
跳
⑦

大
浦
５
ｍ
74

２連覇２連覇２連覇２連覇関西学生
春季トーナメント
関西学生
春季トーナメント

ダブルス渡邊・小池ダブルス渡邊・小池　
テ
ニ
ス
の
関
西
学
生
春
季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
５
月
20
日
に
開
幕

し
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
本
学
の
渡
邊
は
る
か（
総
合
健
康
学
科
４

年
）・
小
池
颯
紀（
同
３
年
）組
が
決
勝
を
５
│
７
、
６
│
４
、
10
│

５
で
勝
ち
、
大
会
２
連
覇
を
達
成
。
小
池
は
シ
ン
グ
ル
ス
４
強
と
単

複
で
活
躍
し
た
。

【テニス部】
北垣内志帆（安田女子・広島）
西原　もか（園田学園・兵庫）
東谷　　和（大産大・大阪）

【ソフトボール部】
池田　悠華（広島商業・広島）
川崎　綾音（伊勢学園・三重）
北口　花乃（津商業・三重）

黒木　明音（筑陽学園・福岡）
小西　彩未（木更津総合・千葉）
近野　結美（藤村女子・東京）
竹内みのり（藤村女子・東京）
藤森　捺未（徳島商業・徳島）
松田菜々子（日南学園・宮崎）
元川　　環（中村学園女子・福岡）
山地　咲希（熊本商業・熊本）

【バスケットボール部】
西山　美優（奈良文化・奈良）
杉本　　舞（奈良文化・奈良）
長坂　桃佳（桜丘・愛知）
本郷夏美輝（中村学園女子・福岡）

樋口里衣奈（須磨学園・兵庫）
稲井　朋香（明浄・大阪）
吉田　紗香（四条畷・大阪）
塚本　真帆（日ノ本・大阪）

【バレーボール部】
中西　杏実（氷上・兵庫）
田畑　舞華（高砂・兵庫）
大橋　麻由（氷上・兵庫）
岡田　美里（鎮西・熊本）
横山　　葵（金蘭会・大阪）
加藤　　萌（都城商業・宮崎）
佐藤萌々華（沼田・広島）
春木　美紗（神戸高塚・兵庫）

岡崎　安湖（伊川谷・兵庫）

【剣道部】
新　　菜摘（尼崎小田・兵庫）
山田悠帆里（草津東・滋賀）

【陸上競技部】
石橋　奈月（聖カタリナ学園・愛媛）
井筒　玲海（姫路飾西・兵庫）
梅崎　優花（桜宮・大阪）
尾田　幸音（園田学園・兵庫）
黒田　愛香（添上・奈良）
桒原千賀子（福岡大学附属若葉・福岡）
小西　萌乃（西城陽・京都）

佐伯　美奈（大阪桐蔭・大阪）
四方　　夢（西城陽・京都）
宍戸　　絢（姫路商業・兵庫）
鈴木　桃果（大阪桐蔭・大阪）
竹前　奈理（夙川学院・兵庫）
時田　莉帆（西宮今津・兵庫）
中逵　恵里（城南学園・大阪）
中野美緒奈（神戸高塚・兵庫）
野田　朱音（敬愛・大阪）
姫野万里乃（京都橘・京都）
平田　美和（尼崎双星・兵庫）
馬場　遥香（園田学園・兵庫）
細川　　凜（大阪・大阪）
松本あゆみ（園田学園・兵庫）

松本　奈夕（大阪桐蔭・大阪）
三窪由美香（金井・神奈川）
村上　歩美（大塚・大阪）
安田明日翔（夙川学院・兵庫）
山本紗也夏（園田学園・兵庫）

【駅伝競走部】
今枝　紗弥（西脇工業・兵庫）
袴田　美琴（大阪桐蔭・大阪）
森川　夏帆（霧が丘・神奈川）

　　　　　※カッコ内は出身高校 

那須インカレV
祝賀会

　2月28日、前年の日本
学生対校選手権女子棒
高跳を制した那須眞由
選手の優勝祝賀会が齊
藤悦一理事長、川島明子
学長も参加して行われ、
那須選手は多くの応援・
サポートに感謝し、大会
2連覇を誓いました。

小池はシングルスでは 4 強小池はシングルスでは 4 強
石井・西野組石井・西野組

最後の春季大会を優勝で飾った渡邊最後の春季大会を優勝で飾った渡邊

伊藤・東谷組伊藤・東谷組

全勝街道まっしぐら全勝街道まっしぐら絶
対
勝
者

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

無
敗
で

度
目
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Ｖ

3ｍ90をクリアし、頂点に返り咲いた那須3ｍ90をクリアし、頂点に返り咲いた那須

400mH 横田華恋400mH 横田華恋

400m 稲岡真由400m 稲岡真由


